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学　校　関　係　者　評　価

※実施日　　令和　４年　２月１６日

現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

Ｂ ・基礎学力の確実な定着に向
けて、生徒の理解力や学習の
定着度を見極め、家庭学習や
補習を含め全校体制で進めて
いく。
・日々の授業でＰＣタブレッ
トを有効に活用していく。

学校教育目標
 概ね達成（６割以上）

 変化の兆し（４割以上）

 不十分（４割未満）

心を磨く（徳力）・身体を磨く（体力）・智性を磨く（知力）

心の教育を基盤とする「文武両道」を実践し、地域から信頼される学校

・新学習指導要領の全面実
施を踏まえて、本発表を核
とし、全校体制で委嘱研究
を行い、各分掌組織が有機
的に機能するよう、全教職
員の共通理解・共通行動の
徹底を図る。

・全ての生徒の学力向上を
推進するために、対話があ
り、深く・広く考える力を
育てる授業を進める。ＰＣ
タブレットの活用を更に進
める。

Ｂ

Ａ

※学校関係者評価実施日とは、学校関係者
評価委員会を開催し、学校自己評価を踏ま
えて評価を受けた日とする。

領　　域

 組織運営

 教育課程

 開かれた学校づくり

 教職員の資質向上

 ほぼ達成（８割以上）

・コロナ禍における校内に
おける安全対策を進めるこ
とができた。
・トイレ、下水道など大規
模な修繕個所について市教
委と連携をとりながら今後
も計画的に進めていく。

・本年度学校運営協議会の
設置により、コミュニティ
スクールとしてスタートす
る。
・学校HPや保護者メールの
活用を進め、地域目線で学
校からの発信を充実する。

・管理職のリーダーシップ
のもと、ベテラン教員の指
導力を若手教員へ継承さ
せ、学校全体の指導力を向
上させる。

・司書教諭、学校図書館司
書を中心に生徒が足を運び
たくなる図書館運営を目指
す。
・校務PCの活用を推進し、
ペーパーレス化の促進、費
用対効果のある予算執行を
行う。

・授業で、わかる、でき
る、伸びるを実感できるこ
と、生徒と教師の信頼関係
を築くこと、生徒に自信を
持たせることを目指すため
に指導方法を工夫し、学習
内容の確実な定着と学ぶ意
欲の向上を図る。

・ＰＤＣＡサイクルを基に
した学校関係者評価結果を
活用し、地域と一体となっ
て子供たちを育む学校づく
りを進める。
・学校ＨＰと併せて、市の
保護者メールも活用し、情
報を発信する。

・若手教員を各種主任等の
中心に積極的に充て、育成
を図る。
・諸会議等で、積極的な意
見交流させることで、視野
を広げさせる。
・服務規律を確立し、危機
管理意識を高める。

・コロナ禍における計画的
な修繕活動を行う。
・予算面で図書購入費を充
分に確保し蔵書を充実させ
る。
・校務PCの活用し、効率的
な職務を遂行する。

目指す学校像

年　　　　　度　　　　　目　　　　　標

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

年　　度　　評　　価　（ 令和　４年　２月１４日　現在 ）

・伝統を継承しつつ働き方
改革とコロナ対応を進めら
れた。2,30歳代の本校在職
５年未満の教職員が多いが
成果や実績を引継ぎ、新た
な体制にあった人材育成と
組織改善を実施していく。

 施設・設備等の管理

・１年から３年へ学年が上がる
につれて学力が高まっている。
・わかる、できる、伸びるを
実感する授業の実現に向けて
ＰＣタブレットの活用を含め
て教材研究を行った。
・家庭学習の充実や補習の実
施は、継続して取り組む。

・学校ＨＰ・保護者メールを
活用し、情報発信を積極的に
できた。
・コロナ禍、無観客で行事を
実施するなど、地域と直接的
な交流は十分できなかった。
・学校運営協議会を年３回実
施できた。

・学校運営参画意識を高め、
教員の意欲や特徴に応じて仕
事を割り当て経験を積ませる
ことができた。
・働き方改革を推進したが、
若い教職員が多いことから、
社会人としての視野を広げて
いきたい。

・コロナ禍における図書館の
活動を図書館司書と進めた。
・体育館のエアコン工事を終
え、次年度トイレ改修があ
る。市教委と連携をとりなが
ら今後も計画的に進める。
・費用対効果の検証結果を有
効に活用していく。

・経験年数、それぞれの教
員の意欲や特徴に応じて仕
事を割り当て経験を積ませ
ることができた。経験年数
の少ない教職員が多いこと
から、社会人としての視野
も広げていきたい。

・予算に限りがあるが、清掃
等学校の努力で賄えるものは
努力していく。
・教室棟３Ｆエアコンの改修
など早急に計画的な修繕に取
り組む。

・コロナ禍でもできるように、教育活動を
見直し、工夫して取り組む学校の対応に感
謝する。
・青木中生徒が大人に対して、正しい言葉
遣いができるように、家庭と連携して教育
力を高めて欲しい。

・生徒の学ぶ意欲を高め、学習習慣を定着
させるなど、小学校との連携を強化して青
木中の教育力を更に高めて欲しい。

・オンライン授業はすぐに質問ができな
かったり、声が聞きづらかったり弊害もあ
るようだ。研究を進め、従来の対面授業と
併せてバランスよく取り組んで欲しい。
・学校評価をもとに新たな対応をしている
ことが評価できる。今後も引き続き、生徒
や保護者の話を聞きながら丁寧に進めて欲
しい。

・生徒のために長時間働いている先生方が
いることは大変ありがたいが、心身の健康
面が心配。今後も青木中の働き方改革を
しっかりと進めていただきたい。

・現状通り、今後も計画的に修繕等を進め
て欲しい。

Ａ

・ＧＩＧＡスクール構想に
伴って導入されたＰＣタブ
レットの活用を進めた。一
人一人に応じた指導の充実
と学習習慣の確立に課題が
ある。

・コロナ禍で、地域の人々
を学校に招く取組は、健康
と安全に配慮して随時実施
について検討してきた。学
校HPや保護者メールを活用
した情報発信を積極的に進
めることができた。

【別紙】　令和３年度　 学 校 自 己 評 価 重 点 目 標 シ ー ト　（川口市立　青木中　　　学校）

・コロナ禍における対応をし
つつ、より効率的で計画的組
織的な対応を目指していく。
・研究委嘱本発表の成果を継
承し、教育力を更に高めてい
く。

・コロナ対応は安心安全に配
慮し、伝統を継承しながら学
校行事等を実施できた。教職
員はお互いに声をかけながら
チームで対応し、それぞれの
経験年数に応じた分掌の仕事
を行った。

次年度への課題と改善策

・オンラインを活用するなど
授業参観や行事など保護者が
生徒の活動を見る方法を工夫
する。
・コロナ禍で感染予防対策を
とりつつ、地域との交流の機
会を考えていきたい。
・制服の検討を更に進めてい
く。
・多様化した教育相談や生徒
指導に対応するため、実践的
な研修を充実させていく。
・人事異動で新たに着任した
教職員を含めチームとして取
り組めるよう、本校教育活動
の理解を深め共通行動をと
る。

達
成
度

Ａ

重点目標の達成状況

・青木中の教育活動の核と
なる道徳教育の推進を委嘱
研究本発表に向けて全校体
制で組織的に取り組み、各
分掌組織の連携を密にし、
「ハートフル青中」の取組
をより一層推進する。


